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エンドユーザ主導型アプリケーション開発技法
における要求仕様定義プロセス

紺 田 直 幸† 岩 田 智 彰 † 中 所 武 司 †

近年，パソコンの普及と共に，業務の専門家が自ら情報システムを構築する必要性が高まっている．
我々は、エンドユーザ主導型のアプリケーション開発技法として、ビジュアルツールとコンポーネン
トウェアをベースにした、モデリング&シミュレーション技法M-baseを研究している。本報告では、
この研究アプローチを例題に適用することにより、要求仕様を定義する方法を検討する。

Enduser-Initiative Requirement Definition Process

Naoyuki Konda , Tomoaki Iwata and Takeshi Chusho

The number of end-users increases on the inside and outside of offices. This paper describes
requirement definition process for enduser-initiative application development.

1. は じ め に

我々は業務の専門家が自ら情報システムを作り、使

い、そして管理保守を行うためのオブジェクト指向分

散アプリケーション開発環境M-baseの実現を目指

している。M-baseによる開発では、まず核になる部

分を試作し，それを改良しながら実用システムに仕立

て挙げるプロトタイピングアプローチをとる. 本報告

では、エンドユーザである国際会議のプログラム委員

長が情報処理に詳しい SEと相談しながら要求仕様の

定義を行うことを想定し、共通問題 2) に M-baseの

モデリングプロセスを適用した結果について述べる。

2. M-baseによる要求仕様定義プロセス概要

M-baseを共通問題に適用したときの要求仕様の定

義は、以下の手順で行われる。なお、今回は共通問題

の前半 (a)のスケジュール決定から (e)の投稿者への

受領メール発送までを対象とする。

( 1 ) 業務仕様の詳細化

対象業務を詳細化する。

( 2 ) ドメインモデルの作成

モデリングツールを用いて、「1業務 1オブジェ

クト」を原則としたドメインモデルを作成する。

( 3 ) ユーザインターフェースの作成
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システムが自動生成した UIを確認し、必要な

らば、UI構築ツールを用いて修正を行う。

( 4 ) シミュレーション実行による検証

シミュレーションツールで動作を検証する。

3. 例題への適用結果

以下、M-baseを共通問題に適用した結果を述べる。

(a)スケジュールの決定

開催日時を入力することにより、過去の同様の国際

会議の経験的データから原案を自動的に生成する。プ

ログラム委員長は、これを修正して、スケジュールの

決定を行う。

(b)CFPの作成・配布

原本は、以下の 3種類を用意する。

( 1 ) ホームページ掲載版 (HTML)

( 2 ) メーリングリスト利用版 (プレーンテキスト)

( 3 ) ポスター版 (A4で 1枚)

作業手順の効率を考慮して、上記の順に作成する。

(1)は、表示の雛形を用意し、各項目を順に入力す

ることで作成可能とする。この部分はその専用ツール

にまかせて、連携する方法をとる。

(2)(3)は、ホームページ掲載版から自動生成する。

配布はいずれも電子的方法で行う。

(c)プログラム委員の選出、依頼、名簿作成

プログラム委員候補名簿とプログラム委員名簿作成

のためのデータは、手作業で入力する。プログラム委員

就任依頼は、できるだけ電子メールで行うが、E-mail
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アドレスがわからない人には郵送する。プログラム委

員が決定したら、プログラム委員名簿からメーリング

リストを自動生成する。

(注)全員が E-mailアドレスを持っていると仮定。

(d)投稿論文の登録

投稿論文に論文番号を割り当て、投稿論文を手作業

で登録し、投稿論文名簿を作成する。メーリングリス

トは自動で生成される。

(注)手作業入力を削減するために、電子メールによる

アブストラクト投稿を義務づけるべきである。

(e)投稿者への受領通知

投稿者に論文を受け取ったという確認メッセージを

電子メールで自動的に出す。E-mailアドレスを持って

いない投稿者へは郵送する。

3.1 ドメインモデルの作成

メタファベースのモデリングを行い、業務分割、コ

ンポーネント抽出、メソッド意味定義を行う。以下で

は、図 1のドメインモデルに導入された 9種類の業務

コンポーネントの仕様 (導入されたメソッド )を示す。

図 1 作成されたドメインモデル

3.1.1 スケジュール

plan 開催日時の入力。その他の日程は自動で仮決

定。「論文投稿締切日」「採否通知日」「Camera

Ready締切日」の 3項目の決定は必須とする。

change 必須項目の変更。

update 必須項目以外の項目の決定。

3.1.2 CFP

CFPの作成・配布業務を CFPと CFP配布に分割

した。CFPでは必要項目を入力してCFPを作成する。

make 必要項目の入力を要求。一部はスケジュール

から得る。

3.1.3 CFP配布

distribute 学会誌などへ CFPの掲載を依頼し、電

子的方法で送付。任意の時点で再起動が可能であ

る。配布先についての管理を行う。

3.1.4 委 員 選 出

委員選出と委員名簿管理を業務分割した。

select 委員候補は逐次入力可。発送依頼も行う。

3.1.5 委員名簿管理

add 必要項目の入力。

delete 委員就任辞退者の削除。

refer 委員の各項目に関する問い合わせ。

(注)汎用の名簿管理コンポーネントをカスタマイズ。

3.1.6 アブストラクト受付

receive 投稿論文管理オブジェクトに論文登録依頼。

3.1.7 論 文 受 付

「投稿論文の登録」と「投稿者への受領通知」を

統合。

receive 論文番号を割り当て、投稿論文管理オブジェ

クトに登録依頼。

(注) メール発送を独立したコンポーネントとした。

3.1.8 投稿論文管理

add 必要な項目の入力。

3.1.9 メール発送

mail メールアドレスとメッセージを受け取り、発送。

3.2 ユーザインターフェースの作成

スケジュール入力用の UIの例を図 2に示す。カレ

ンダーから学会開始日を選ぶと、残りの５つの日程を

自動記入する。「編集...」ボタンを押すと、カレンダ

が表示され、日付を変更できる。

図 2 作成された UI の例

4. お わ り に

M-baseを共通問題の要求仕様定義プロセスに部分

的に適用した。
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